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（ 続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 
 
特にスハルト体制崩壊後のインドネシアにおける中間層の急速な成長について述べた
本論文は、2012年のプマラン県の６カ村における約1000世帯に対する経済社会調査結果
を、1990年の同村における約500世帯の経済社会調査、さらに1904年に実施された調査
村地域の2800世帯余りに対する調査と比較することによって可能になった実証的研究で
ある。さらに、本論文執筆者が得た着想を2014年から2016年に執筆者による調査によっ
て補強された極めて具体的かつ説得的な実証研究となった。 
 このような本論文によって新たに示された学問的知見は以下のとおりである。 
第一に、中間層を規定し、計測分析する概念として、所得などの一般的基準ではな
く、ジャワ社会における人々の認識やそれらの人々のライフスタイルの実態から、良い
家と安定的な収入源を持ち、見栄えのするライフスタイルを維持できるだけの蓄えをも
つ人である「マパンな人」という概念を用いた分析によって独自かつ説得的な中間層の
規定や計測分析を可能にした。 
 第二に、本論文は、歴史的な研究や、それを可能にする詳細な世帯データによって中
間層の量ついて、従来とは異なった独自の見解を示すのみならず、その形成について、
土地所有・組織・技能の各々を基盤にするルートについて、様々な産業の事例から具体
的かつ説得的に述べた。そうすることによって従来の研究にない中産層形成の具体的姿
を明らかにし、独自の論点を明確に述べることができた。 
第三に、本論文は、新中間層の村落政治への関与の影響を論じ、新たな中間層が、村
落レベルの選挙の資金を提供し、その結果、国家からの資金に依存する場合と比べ安価
でかつ透明性の高い選挙を実現している点、これらの結果、国家資金に依存しない新た
な中間層の成長を促進している点を明らかにした。この論点は、ポストスハルト期の村
落政治において、スハルト期とは異なり民主化が進んでいる事実と符合した。 
第四に、新たな中間層が、リスクの高いビジネスに果敢に取り組みハードな仕事をこ
なすことによって成功する様をジャワ社会では日本語起源のジバクと称して形容してい
る点、またこのように成長する新たな中間層が、公務員などのジャワ文化にのっとった
上品な良き市民の伝統を引く旧来の中間層と文化的な対立を生みだしていることを明ら
かにした。 
本論文がのべた新中間層は自営業中心であるため、輸出指向工業化がうみだすような農
村出身若年女性の大量雇用という現象を生み出さず、所得分配で見るとむしろ悪化させ
ていることを明らかにした。 
 第五に、これらの諸論点は、2000年以降のインドネシアのマクロ統計でみた所得分配
の不平等化、非工業化、インフォーマルセクターの伸びという現実との整合性をもち、
マクロ的に指摘されてきた事実について村落レベルで実証し、その帰結を述べるなど、
  
今日のインドネシア社会経済研究としてもミクロ社会経済会研究として重要な貢献をな
した。 
 
 以上の諸知見は、ポストスハルト期の中間層の形成や性格を明かにしたのみならず、
現代インドネシア農村の社会経済研究としても多くの新知見を生み出したということが
でき、今日のインドネシアの中間層研究にとっても、またインドネシア農村の社会経済
研究としてもその発展に重要な貢献をなした。 
 よって、本論文は博士（地域研究）の学位論文として価値あるものと認める。また、
平成31年1月24日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合格と
認めた。 
 
 
